
●公益社団法人　函館市シルバー人材センター●

登録会員数　11月30日現在　男598人　女290人　計888人

●“手”が足りない。そんな時はシルバー人材センターへ！

　シルバー人材センターの親切・丁寧・確実な仕事振りは
必ず皆様のお役に立ちます。
　豊かな経験と能力を生かし、幅広いお仕事をいたします！

函館市若松町33番６号 （函館市総合福祉センター 2 階）

電　話（０１３８）２６ー３５５５
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「
第
五
回
理
事
会
」
報
告

十
月
三
十
一
日
　
開
催

★
報
告
事
項

�⑴�
正
特
会
員
及
び
賛
助
会
員
の
入
会
に

つ
い
て�

（
平
成
30
年
７
月
～
９
月
）

⑵
事
業
運
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

�

（
平
成
30
年
７
月
～
９
月
）

①
会
務
報
告

②
事
業
実
施
状
況
報
告

⑶�
正
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
自
己

職
務
執
行
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑷
函
館
市
へ
の
支
援
要
請
に
つ
い
て

⑸
配
分
金
等
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

⑹
第
一
回
清
掃
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

⑺
安
全
就
業
推
進
大
会
に
つ
い
て

⑻
旅
行
会
に
つ
い
て

⑼�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
月
間
に
つ
い
て

　

①
第
二
回
清
掃
奉
仕
活
動

　

②
街
頭
啓
発
活
動

⑽
そ
の
他

　

①�

出
張
入
会
登
録
説
明
会
実
施
報
告

に
つ
い
て

★
協
議
事
項

⑴�

平
成
三
十
一
年
度　

函
館
市
へ
の
補

助
金
要
望（
案
）に
つ
い
て

⑵�

長
期
就
業
会
員
募
集
要
項（
案
）に
つ

い
て

⑶�
役
職
員
に
よ
る
就
業
開
拓
事
業（
案
）

に
つ
い
て

　

以
上
、
報
告
事
項
、
協
議
事
項
を
審

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
報
告
事
項

○�

九
月
末
現
在
、
正
特
会
員
八
百
七
十

九
名
、
賛
助
会
員
は
五
十
二
団
体
で

あ
る
。

○�

事
故
発
生
状
況
は
十
月
二
十
九
日
現

在
、
傷
害
事
故
五
件
、
賠
償
事
故
七

件
、
自
動
車
運
転
事
故
等
七
件
の
計

十
九
件
で
あ
る
。

○�
九
月
末
ま
で
の
事
業
高
は
前
年
度
比

九
十
六
・
二
％
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス

要
因
と
し
て
は
、
手
刈
除
草
の
受
注

制
限
、
九
月
に
発
生
し
た
胆
振
東
部

地
震
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
日
直
業

務
等
の
函
館
市
か
ら
の
業
務
の
中
止

及
び
縮
小
な
ど
に
よ
る
。

○�

サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
も
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
閉

館
し
た
こ
と
や
利
用
者
の
予
約
取
り

消
し
も
あ
り
、マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
。

○�

函
館
市
へ「
生
涯
現
役
社
会
」を
実
現

す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

支
援
、
事
業
推
進
の
た
め
に
必
要
な

補
助
金
、
委
託
費
と
公
共
事
業
発
注

の
確
保
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
た
。

○�

配
分
金
等
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
八
名
の
委
員
を
選
出
し
、
今
後

開
催
さ
れ
る
委
員
会
に
お
い
て
、
最

低
賃
金
の
上
昇
及
び
消
費
税
十
％
を

踏
ま
え
た
上
で
配
分
金
の
考
え
方
を

協
議
し
て
い
き
た
い
。

○「
第
一
回
清
掃
奉
仕
活
動
」

○�「
安
全
就
業
推
進
大
会
」は
百
二
十
六

名
の
参
加
で
、
講
釈
師
の
荒
到
夢
形

さ
ん
を
迎
え
て
の
講
談
会
、
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
佐
々
木
佳
苗
さ

ん
の
指
導
で
健
康
体
操
を
行
っ
た
。

○「
旅
行
会
」（
Ｐ
６
に
記
載
）

○�「
第
二
回
清
掃
奉
仕
活
動
」（
Ｐ
４
に

記
載
）

○「
街
頭
啓
発
活
動
」（
Ｐ
５
に
記
載
）

○�

出
張
入
会
登
録
説
明
会
は
、
新
聞
で

Ｐ
Ｒ
し
二
回
開
催
し
た
が
、
十
名
の

参
加
者
で
あ
っ
た
。
場
所
、
時
間
、

内
容
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

◎
協
議
事
項

○�

平
成
三
十
一
年
度
函
館
市
へ
の
補
助

金
要
望
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金

予
算
概
要
と
同
額
を
要
望
し
た
。

○�

長
期
就
業
会
員
募
集
に
関
し
て
は
、

平
成
三
十
一
年
度
は
五
十
一
名
の
募

集
予
定
で
あ
る
。

○�
役
職
員
に
よ
る
就
業
開
拓
事
業
は
平

成
三
十
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
平
成

三
十
一
年
一
月
十
八
日
ま
で
の
間

に
、今
回
は
函
館
商
工
会
議
所
役
員
・

議
員
の
企
業
を
新
た
に
加
え
て
訪
問

を
行
う
。

　

第
一
回
就
業
委
員
会
は
、
十
月
十
一

日（
木
）に
開
催
し
、
①
交
替
会
員
に
つ

い
て
②
応
募
要
領
に
つ
い
て
の
二
点
を

協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

平
成
三
十
一
年
度
の
募
集
人
数
は
、

男
性
三
十
七
名
、
女
性
十
名
、
求
人

四
名
の
計
五
十
一
名
と
な
る
。

・�

平
成
三
十
一
年
度
市
立
小
学
校
統
廃

合
予
定
に
よ
り
学
校
日
直
業
務
は
三

名
減
と
な
る
。

・�

応
募
要
領
等
に
昨
年
度
と
大
き
く
変

化
は
な
い
。
た
だ
し
、
募
集
現
場
が

な
い
場
合
は
提
出
す
る
必
要
が
な
い

と
の
注
意
文
書
を
加
え
た
。

・�

募
集
期
間
は
、十
一
月
二
十
二
日（
木
）

を
締
切
り
と
し
、
十
二
月
四
日（
火
）

に
説
明
会
を
開
催
、
十
一
日（
火
）・

十
二
日（
水
）・
十
三
日（
木
）予
備
日

で
面
接
会
を
実
施
す
る
予
定
。

・�

結
果
に
つ
い
て
は
、
一
月
中
旬
に
第

二
回
就
業
委
員
会
に
て
協
議
、
一
月

下
旬
の
理
事
会
で
承
認
を
受
け
、
二

月
上
旬
に
会
員
に
対
し
て
結
果
を
通

知
す
る
。

　

就
業
委
員
会
の
検
討
結
果
に
つ
い
て

は
、
十
月
三
十
一
日（
水
）開
催
の
第
五

回
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 就

業
委
員
会
報
告
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賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
深
い
ご
理

解
を
賜
わ
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
と
も
シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
の

た
め
、
種
々
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　

賛
助
会
員　

五
十
五
団
体

　
　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
末
現
在

団　　　　体　　　　名

辻 商 事 ㈱ 函 館 市 排 水 設 備
指 定 業 者 協 同 組 合

㈱ 近 藤 商 会 函館管工事業協同組合

㈲ 道 活 印 刷 （一社）函館国際観光
コンベンション協会

平成30年9月1日～11月末現在（敬称略・順不同）

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

十
一
月
七
日（
水
）に
函
館
ア
リ
ー
ナ

で
今
年
度
の
地
区
懇
談
会
を
会
員
五
十

六
名
の
参
加（
昨
年
参
加
人
数
三
十
二

名
）で
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

進
行
は
、
七

地
区
の
長
嶋
地

区
長
に
お
願
い

を
し
、
山
本
理

事
長
の
挨
拶
に

続
き
、
参
加
地

区
長
よ
り
自
己

紹
介
・
五
十
嵐

事
務
局
長
よ
り

事
務
局
職
員
の
紹
介
が
あ
り
、
懇
談
に

入
り
ま
し
た
。

　

懇
談
内
容
及
び
会
員
の
意
見
要
望
に

つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
会
員
の
集
い
等
に
家
族
の
参
加
を
検

討
す
る
こ
と
で
、

参
加
人
数
が
増

え
参
加
料
金
も

安
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
②

施
設
業
務
の
施

錠
ミ
ス
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者

で
は
想
定
で
き

る
事
故
な
の
で
、
事
故
防
止
策
は
事
務

局
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

③
会
員
の
減
少
に
つ
い
て
事
務
局
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

④
会
員
の
募

集
方
法
と
し

て
町
内
会
の

総
会
に
出
向

く
及
び
退
職

協
な
ど
に
チ

ラ
シ
を
配
付

し
て
は
ど
う

か
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
地
区
懇
談
会
の
参
加
者

と
同
様
に
、
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
に

対
し
参
加
さ
れ
る
方
は
、
会
員
歴
の
長

い
会
員
が
多
く
、
近
年
入
会
し
た
会
員

が
極
端
に
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
の
イ

ベ
ン
ト
に
多
く

の
会
員
の
参
加

を
要
望
す
る
と

共
に
、
日
頃
か

ら
の
疑
問
等
が

あ
り
ま
し
た

ら
、
遠
慮
せ
ず

事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

地

区

懇

談

会

　

毎
年
、
冬
休
み
期
間
中
に
開
催
し
、

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
小
学
生

を
対
象
と
し
た
も
の
づ
く
り
体
験
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
と
趣
向
を
変
え
、
大
気

圧
の
実
験
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
自
由
研
究
に
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
内
容

○
申
込
先（
電
話･

先
着
順
）

　

函
館
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

26

−

３
５
５
５

大
気
圧
の
実
験

　「
マ
リ
オ
ッ
ト
の
瓶
」

・
日　
時　
平
成
三
十
一
年
一
月
十
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

�

午
後
三
時
三
十
分

・
会　
場　
函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
若
松
町
33

−

６
）四
階
会
議
室

・
参
加
費　
三
百
円

・
講　
師　
山
本　
勝
太
郎

冬
休
み
も
の
づ
く
り
体
験
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安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

　

安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
六
月
十

五
日（
金
）と
十
月
十
六
日（
火
）に
、
機

械
除
草
作
業
、
植
木
剪
定
作
業
、
屋
外

維
持
管
理
作
業
の
現
場
で
、
予
告
な
し

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
現
場
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果

は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
屋
外
維
持
管
理
作
業

・�

花
壇
の
維
持
管
理
作
業
を
行
っ
て
お

り
、花
壇
の
中
の
雑
草
を
一
本
一
本
、

丁
寧
に
抜
い
て
い
た
。

・�

花
の
咲
き
終
わ
っ
た
茎
の
部
分
を
除

去
す
る
な
ど
、
細
か
い
手
作
業
で
花

壇
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
。

・�

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
か
っ
た
。

●
植
木
剪
定
作
業

・�

作
業
時
は
、
常
に
周
囲
に
注
意
を
払

い
、
き
れ
い
な
作
業
を
心
が
け
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。

・�

高
い
場
所
で
の
剪
定
作
業
で
は
な

か
っ
た
た
め
か
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、作
業
時
は
、

安
全
対
策
の
た
め
着
用
す
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

●
機
械
除
草
作
業

・�

刈
草
投
棄
用
ダ
ン
プ
の
荷
台
に
乗
っ

て
い
た
会
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
着
用
す
る

よ
う
に
注
意
指
導
し
た
。

・�

歩
行
者
と
車
の
通
行
が
比
較
的
多
い

道
路
か
ら
約
2.5
ｍ
の
場
所
で
ネ
ッ
ト

を
使
用
せ
ず
一
人
で
作
業
し
て
お

り
、
安
全
の
意
識
の
欠
如
が
見
受
け

ら
れ
た
。

・�
二
人
で
作
業
し
て
い
る
時
は
、
ネ
ッ

ト
を
持
っ
て
い
る
会
員
が「
車
が
来

た
」と
声
掛
け
を
し
、
車
の
通
過
を

確
認
し
て
か
ら
作
業
を
し
て
お
り
、

安
全
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

・�

飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
た

が
、
会
員
同
士
の
意
思
疎
通
が
う
ま

く
い
っ
て
お
ら
ず
、
石
等
が
飛
ん
で

い
き
そ
う
な
方
向
に
す
き
ま
が
あ
り

危
険
を
感
じ
た
。

安
全･

適
正
就
業
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

平
成
三
十
年
度 

安
全
標
語 

最
優
秀
作
品

木
川
　
英
雄 

会
員

「
危
な
い
ぞ
注
意
す
る
の
も
思
い
や
り
」

今年もシルバーの日に清
掃奉仕活動をしました。
参加された皆さん、おつ
かれさまでした。

秋の清掃奉仕活動
平成３０年１０月２０日（土）

参加者１４２名

亀田中学校周辺
参加者21名

函館駅周辺
参加者39名

本町会館周辺
参加者14名

函館アリーナ周辺
参加者28名

北陸銀行周辺  参加者40名



十
一
月
十
日（
土
）・
十
七
日

（
土
）に
函
館
自
動
車
学
校
に
お

い
て
自
動
車
安
全
運
転
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
前
年
よ
り

も
六
名
参
加
者
が
多
く
、
安
全

運
転
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、
高
年
齢
者
に

お
け
る
安
全
運
転
の
知
識
に
つ

い
て
の
講
話
及
び
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
使
っ
た
、
基

本
動
作
の
確
認

と
動
体
視
力
測

定
の
運
転
適
性

検
査
を
行
い
ま

し
た
。

検
査
の
結
果

は
、
そ
の
場
で

本
人
達
に
渡
さ

れ
、
点
数
が
低
か
っ
た
内
容
に
つ
い
て

は
、今
後
運
転
す
る
際
に
、注
意
す
る
よ

う
講
師
よ
り
話

が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
に
よ
る

様
々
な
機
能
低

下
を
自
覚
し
、

受
け
入
れ
、
そ

れ
に
応
じ
た
運

転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

九
月
四
日（
火
）よ
り
十
一
月

二
十
日（
火
）迄
の
三
か
月
間
、

週
に
一
度
、
十
二
回
に
わ
た
り

毛
筆
筆
耕
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
十
四
名
が
、
山
本

吉
春
先
生
の
指
導
の
も
と
、
は

が
き
と
封
書
の
宛
名
書
き
、
賞

状
の
全
文
筆
耕
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

始
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加
者
も
、

回
を
進
め
る
う
ち

に
徐
々
に
打
ち
解

け
、
研
修
終
了
後

は
な
ご
や
か
に
話

を
し
、
お
た
が
い

の
文
字
に
つ
い
て

も
ア
ド
バ
イ
ス
し

合
う
な
ど
、「
次

回
も
研
修
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」、「
今
ま
で
自

己
流
で
書
い
て
い

た
が
基
礎
が
学
べ

て
よ
か
っ
た
」な

ど
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
経

験
を
活
か
し
、
宛

名
書
き
、
賞
状
の

部
分
筆
耕
、
全
文

筆
耕
の
就
業
に
繋

げ
ま
し
ょ
う
。

高
年
齢
者
雇
用
就
業
パ
ネ
ル
展

　

十
月
の「
普
及
啓
発
促
進
月
間
」に
あ

わ
せ
て
、「
高
年
齢
者
雇
用
就
業
パ
ネ
ル

展
」が
十
月
二
十
二
日（
月
）か
ら
五
日

間
、
市
役
所
一
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、書
、絵

画
、手
工
芸
品
、写
真
、木
工
品
、陶
芸
品
、

ガ
ラ
ス
細
工
の
グ
ラ
ス
、切
手
の
貼
り

絵
、
そ
れ
と
サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館
で
の

文
化
・
教
養
講
座
の
作
品
な
ど
、
総
数

百
七
点
が
展
示
さ
れ
、
ど
れ
も
素
晴
ら

し
い
作
品
で
し
た
。

手
編
み
の
作
品
を

観
な
が
ら
、「
私
も

こ
ん
な
の
が
作
り

た
い
の
よ
ね
ぇ
」

と
お
っ
し
ゃ
る
女

性
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
な
ど
、
期
間
中
、
千
二
百
人
を
越
え

る
市
民
の
方
々
が
来
場
し
興
味
深
く
鑑

賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
を

知
っ
て
頂
く
た
め
に
展
示
し
た
、「
就
業

風
景
」、「
函
館
市
民
と
の
か
か
わ
り
」、

「
安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み
」な
ど
の
写

真
パ
ネ
ル
を
観
な
が
ら
、「
こ
れ
な
ら

私
に
も
で
き
そ
う
」と
就
業
へ
関
心
を

示
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ネ
ル
展
に
出
品
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

普
及
啓
発
活
動
報
告

　

今
年
は
、
こ
れ
ま

で
毎
年「
シ
ル
バ
ー

の
日
」に
行
っ
て
き

た
街
頭
で
の
啓
発
活

動
を
止
め
て
、
こ
の

と
こ
ろ
減
少
傾
向
に

あ
る
シ
ル
バ
ー
会
員

を
増
や
す
た
め
に
、

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函

館
」と
連
携
し
、そ
の
玄
関
前
で
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
勧
め

る
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
は
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
認

定
日
で
あ
る
金
曜
日
に
あ
わ
せ
て
、
十

月
十
九
日（
金
）か
ら
十
一
月
九
日（
金
）

ま
で
連
続
四
回
、
朝
九
時
か
ら
十
一
時

ま
で
行
い
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
来
庁
す

る
高
齢
者
と
思
わ
れ
る
人
に
、「
当
セ
ン

タ
ー
の
会
員
募
集
案
内
と
刃
物
研
磨
実

施
案
内
の
チ
ラ
シ
」そ
れ
と「
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
シ
ュ
」の
入
っ
た
袋
を
、
声
掛
け

し
な
が
ら
手
渡
し
ま
し
た
。
中
に
は

「
私
は
シ
ル
バ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と

袋
の
受
け
取
り
を
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
普
及
啓
発
活
動

に
よ
っ
て
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
と
そ

の
活
動
を
知
っ
て
頂
く
と
共
に
、
適
齢

者
に
は
是
非
と
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
て
貰
い
た
い
も
の
で
す
。

研
修
会
開
催

毛 筆 筆 耕 研 修

自 動 車 運 転 研 修
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年
に
一
度
の
会
員
旅
行
会
は
、
九
月

二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
一
泊
二
日
で
、

「
胆
振
い
い
と
こ
取
り　

登
別
温
泉
バ

ス
ツ
ア
ー
」
で
し
た
。
参
加
者
は
、
会

員
十
九
名
、
理
事
長
、
事
務
局
二
名
、

総
数
二
十
二
名
で
し
た
。

　

九
月
六
日
、
震
度
七
の
胆
振
東
部
地

震
で
、
直
接
被
害
を
被
っ
た
胆
振
地
方

へ
の
今
回
の
旅
行
会
は
、
半
年
前
か
ら

計
画
を
し
て
お
り
、
実
施
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
会
員
厚
生
部
会
で
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
被
災
し
た
皆
様
に
少
し

で
も
支
援
に
繋
が
れ
ば
と
実
施
を
決
定

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
一
日
目
◆

　

八
時
三
十
分
、
出
発
早
々
雨
模
様
に

な
り
ま
し
た
が
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の

面
白
く
て
楽
し
い
話
術
に
吸
い
込
ま

れ
、
車
中
は
笑
い
と
熱
気
で
い
っ
ぱ
い

で
、
す
ぐ
に
雨
も
あ
が
り
、
皆
さ
ん
の

気
持
ち
も
弾
ん
で
ま
し
た
。
一
路
、
バ

ス
は
登
別
温
泉
へ
走
り
出
し
、
途
中
、

所
々
地
震
の
被
災
し
た
状
況
を
じ
か
に

目
に
し
、
自
然
の
驚
異
を
新
た
に
し
ま

し
た
。昼
食
は「
わ
か
さ
い
も
本
舗
ル
ス

ツ
店
」で
、せ
い
ろ
定
食
を
い
た
だ
き
、

食
後
は
、お
土
産
を
夢
中
に
買
い
求
め

ま
し
た
。次
の「
真
狩
湧
水
の
里
豆
腐
工

房
」で
は
、人
気
の
ゴ
マ
豆
腐
や
わ
さ
び

豆
腐
を
食
べ
比
べ
ま
し
た
。
予
定
の
時

間
よ
り
早
く
登

別
温
泉
街
に
入

り
、
途
中
車
窓

か
ら
見
え
た
閻

魔
大
王
様
が
い

か
に
も
登
別
温

泉
街
を
守
っ
て

い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
温
泉
旅
館
ゆ
も
と
登
別
」に
到
着

早
々
、
と
て
も
広
く
て
素
敵
な
部
屋
に

案
内
さ
れ
、
皆
さ
ん
大
喜
び
で
す
。
す

ぐ
に
温
泉
に
入
り
、
湯
船
に
ゆ
っ
く
り

つ
か
り
な
が
ら
、
修
学
旅
行
の
頃
の
こ

と
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
お
り
ま

し
た
。
夕
食
後
は
、
楽
し
み
の
懇
親
会

で
す
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
、
特
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
添
乗

員
さ
ん
も
特
別
参

加
し
、
対
抗
歌
合

戦
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

二
次
会
は
、
ほ
ぼ

全
員
が
ひ
と
つ
の

部
屋
に
集
合
、
最

近
の
ニ
ュ
ー
ス
や

話
題
が
と
ぎ
れ
ず
、
遅
く
ま
で
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

◆
二
日
目
◆

　

朝
か
ら
雲
ひ
と
つ
な
い
秋
晴
れ
で

す
。
オ
ロ
フ
レ
峠
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
の

林
を
通
り
、
車
窓
か
ら
紅
葉
を
期
待
し

ま
し
た
が
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
も
紅
葉
の
準

備
が
待
た
れ
る
よ
う
で
し
た
。
今
日

は
、
虎
杖
浜
の「
た
ら
こ
詰
め
放
題
」に

挑
戦
！
。
瓶
に
、
十
八
個
か
ら
二
十
個

の
た
ら
こ
を
、
崩
さ
ず
う
ま
く
入
れ
る

の
に
皆
さ
ん
四
苦
八
苦
で
す
。
た
ら
こ

は
少
し
小
ぶ
り

で
し
た
が
、
ひ

と
口
摘
ん
で
み

た
ら
、
と
て
も

お
い
し
く
て
、

さ
す
が
虎
杖
浜

の
た
ら
こ
だ

な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
次
は
、

壮
瞥
町
の「
く
だ
も
の
狩
り
」で
す
。
密

入
り
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の
甘
い
香
り
が

果
実
園
中
に
溢

れ
、
甘
く
て
新

鮮
な
果
物
を
み

ん
な
で
い
た
だ

き
、
お
土
産
も

沢
山
買
い
ま
し

た
。
洞
爺
湖
畔

で
は
、
昼
食
後

記
念
撮
影
が
あ

り
、
秋
の
洞
爺

湖
を
眺
め
な
が

ら
、
バ
ス
は
帰

路
函
館
へ
向
か

い
、
途
中
大
沼

公
園
に
近
づ
い

た
頃
、
駒
ヶ
岳

に
二
重
の
輪
の

虹
が
か
か
り
、

今
回
の
旅
行
会

の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
っ
て
く
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

し
た
。

　

来
年
の
旅
行
会

は
、
道
外
の
予
定
で

す
。
沢
山
の
ご
参
加

を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

会
員
厚
生
部
会
コ
ー
ナ
ー

胆
振
い
い
と
こ
取
り

�

登
別
温
泉
バ
ス
ツ
ア
ー
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毎
年
、
い
い
夫
婦
の
日
に
ち
な
ん

で
、
十
一
月
二
十
二
日
に「
会
員
の

集
い
」が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
函

館
市
街
か
ら
少
し
離
れ
、
海
と
山
と

の
自
然
に
囲
ま
れ
た「
ホ
テ
ル
函
館

ひ
ろ
め
荘
」に
於
い
て
、
四
十
八
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
ま
で
は
送
迎
バ
ス
が
二
台
用
意

さ
れ
、
暫
し
観
光
気
分
を
満
喫
し
な

が
ら
向
か
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
の
受
付
後
、
早
速
温
泉
に

入
り
日
頃
の
疲
れ
を
癒
す
方
や
、
脳

ト
レ
の
問
題
に
挑
戦
す
る
方
な
ど
、

頭
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
と
宴
会
が
始
ま

る
ま
で
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

十
二
時
、
司
会

者
の
開
会
の
言
葉

に
続
き
、
山
本
理

事
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
今
年
喜
寿

を
迎
え
ら
れ
た
、

三
由
勝
光
さ
ん
、

三
由
千
鶴
子
さ
ん

ご
夫
婦
、
前
田
正

美
さ
ん
、
今
野
あ

や
子
さ
ん
、
田
仲
良
子
さ
ん
、
以
上

五
名
の
方
へ
記
念
品
の
贈
呈
と
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
山

田
美
千
惠
会
員

厚
生
部
会
幹
事

の『
い
た
だ
き

ま
す
』の
発
声

で
懇
親
会
に
入

り
ま
し
た
。
最

近
で
は
と
て
も

う
れ
し
い
、
新

鮮
な
イ
カ
刺
し

や
豪
華
な
お
料
理
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

本
日
の
余
興
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

と
ラ
ッ
キ
ー
賞
の
く
じ
引
き
、
そ
し

て
自
慢
の
美
声
を
披
露
す
る
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は
、
十
三

名
の
方
が
参
加
し
、
哀
愁
の
ム
ー
ド

歌
謡
や
、
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
テ

ン
ポ
の
い
い
歌
声
に
、
会
場
は
ペ
ン

ラ
イ
ト
を
持
ち
な
が
ら
応
援
す
る

フ
ァ
ン
の
み
な
さ

ん
な
ど
、
笑
い
と

拍
手
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
、

開
始
数
分
後
、
も
う
五
～
六
名
の
方

か
ら「
リ
ー
チ
」と
声
が
か
か
り
、そ

の
後
、
ひ
と
り
が「
ビ
ン
ゴ
！
」と
大

き
な
声
を
あ
げ
た
途
端
、
続
々
と

「
ビ
ン
ゴ
」と
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

な
か
な
か「
ビ
ン
ゴ
」に
な
ら
な
い
人

は
カ
ー
ド
を
に
ら
み
な
が
ら
焦
り
を

つ
の
ら
せ
る
も
、瞬
く
間
に
景
品
は

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
ビ
ン

ゴ
」に
な
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ん
は
悔

し
く
て
仕
方
の
な
い
様
子
で
残
念

が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
閉
会
は
福

田
会
員
厚
生
部
会

長
か
ら
挨
拶
で
、

来
年
一
月
の
新
年

懇
親
会
に
多
数
の

方
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
と
お

話
し
さ
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
集
い
開
催
！

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
様
全

員
に
年
一
度
健
康
診
断
を
受
診
し
て
い

た
だ
き
、
会
員
継
続
調
査
時（
二
月
上

旬
配
付
予
定
）に
継
続
調
査
票
と
一
緒

に
健
康
診
断
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す（
な
お
、
本
年
度
入
会
会

員
は
不
要
で
す
）。

　

最
近
、
健
康
診
断
に
て
異
常
が
見
つ

か
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

「
疲
れ
る
」「
咳
が
と
れ
な
い
」な
ど
色
々

な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
自
分
は
大
丈

夫
と
考
え
ず
、
診
察
を
受
け
る
よ
う
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

「
健
康
診
断
」受
診
の
お
願
い

平
成
三
十
一
年
「
新
年
懇
親
会
」
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
地

域
班
を
通
し
て
案
内
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
三
十
一
年
一
月
十
六
日
㈬

　
　
　

午
後
五
時
よ
り

会
場　

花
び
し
ホ
テ
ル

函
館
市
湯
川
町
1

−

16

−

18

電
話　

57

−

０
１
３
１

会
費　

六
千
円

余
興
出
演
者　

演
歌
男
子
・Ｓシ

ン

ｈ
ｉ
ｎ
様

新
年
懇
親
会
の
ご
案
内

喜寿のお祝い
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献

き

や

ぶ

つ

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

て
、
間
も
な
く
六
年
目
に
な
り
ま
す
。

入
会
の
動
機
は
、五
十
年
近
く
、ず
ー
っ

と
仕
事
に
就
い
た
せ
い
か
、
退
職
後
、

仕
事
を
し
て
な
い
自
分
を
想
像
す
る
と

と
て
も
不
安
で
、
何
か
し
ら
で
も
仕
事

を
通
し
て
社
会
と
繋
が
っ
て
い
た
い
と

い
う
気
持
が
一
層
強
く
な
り
、
退
職
を

待
た
ず
即
登
録
し
ま
し
た
▼
現
在
、
就

業
先
の
デ
パ
ー
ト
で
、
土
・
日
の
み
で

す
が
、
毛
筆
筆
耕
に
従
事
し
、
丁
寧
を

心
が
け
て
業
務
に
当
た
っ
て
お
り
ま

す
。『
や
っ
ぱ
り
手
書
き
の
毛
筆
は
い

い
わ
ね
』
と
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
い
た
時
は
、
本
当
に
嬉
し
く
て
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
内
清

掃
も
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
特
に
清
掃

の
仕
事
は
、
家
中
が
き
れ
い
に
な
り
ま

す
の
で
気
持
ち
が
良
く
、
自
分
自
身
も

元
気
に
な
る
、
楽
し
い
仕
事
で
す
。「
こ

の
年
で
誰
か
の
た
め
に
働
け
る
」こ
と

は
、
最
高
の
幸
せ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

▼
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
社
会
参
加

を
お
考
え
な
の
に
、『
私
に
で
き
る
だ
ろ

う
か
…
』と
、
い
ま
一
歩
前
に
踏
み
出

せ
ず
に
い
る
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
、「
知

識
と
経
験
を
活
か
し
、
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
！
や
る
気
と
行
動
で
す
よ
」と
、

ち
ょ
っ
と
呼
び
か
け
る
よ
う
に
、
つ
ぶ

や
い
て
み
ま
し
た
。�

（
敏
）

年
末
年
始
の

　

休
業
期
間
と

履
行
確
認
書
の

�

提
出
に
つ
い
て

　

履
行
確
認
書
は
、
単
発
の
仕
事
の
場

合
、
作
業
終
了
後
速
や
か
に
提
出
い
た

だ
き
、継
続
就
業
を
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
を
翌
月
三
日
ま
で
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
年
末
年
始
休
業
期
間

は
、
十
二
月
二
十
九
日（
土
）～
一
月
三

日（
木
）ま
で
で
す
。
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
確
認
願
い
ま
す
。

◇
配
分
金
支
払
日
◇

　
十
一
月
分
　
十
二
月
二
十
日
㈭

　
十
二
月
分
　
　
一
月
十
八
日
㈮

　
一
月
分
　
　
　
二
月
二
十
日
㈬

　
二
月
分
　
　
　
三
月
二
十
日
㈬

※�

銀
行
口
座
の
変
更
を
し
た
場
合
は
速

や
か
に
事
務
局
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

仕
事
納
め　

十
二
月
二
十
八
日
㈮

休
業
期
間　

十
二
月
二
十
九
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
～
一
月
三
日
㈭

仕
事
始
め　
　
　

一
月
四
日
㈮

確
認
書
締
切
日　

一
月
四
日
㈮
必
着

　

年
に
一
度
、
渡
島
・
胆
振
・
日
高

管
内
十
一
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
理
事
長
・
事
務
局
長
が
一
堂

に
会
す
る
道
シ
連
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
、
十
一
月
十
五
日（
木
）・
十
六

日（
金
）の
二
日
間
室
蘭
市
で
開
催
さ

れ
、
理
事
長
・
事
務
局
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

開
催
市
の
山
川
理
事
長
、
熊
木
部

会
長
の
挨
拶
の
中
で
九
月
六
日
の
胆

道
シ
連

  
道
南
ブ
ロ
ッ
ク

�

会
議
開
催

振
東
部
地
震

に
つ
い
て
お

見
舞
い
の
言

葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

特
に
被
害

の
大
き
か
っ

た
厚
真
町
・

む
か
わ
町
の

理
事
長
・
事

務
局
長
も
ま

だ
平
常
で
は

な
い
な
か
出

席
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
道
シ
連
の
林
事
務

局
長
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
予
算
概

算
要
求
、
事
業
実
績
の
推
移
、
配
分

金
に
係
る
消
費
税
の
取
扱
い
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
検
討
課
題
と
し
て
、「
事
務

費
に
つ
い
て
」、「
消
費
税
率
の
改
定
に

伴
う
消
費
税
ア
ッ
プ
分
の
転
嫁
方
法

に
つ
い
て
」な
ど
各
シ
ル
バ
ー
が
抱
え

て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
取
組
方
の

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、
大
変

有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
職
員
研
修

は
、
十
一
月
二
十
九
日（
木
）・
三
十

日（
金
）
森
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。


